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研究成果の概要（和文）：本研究では、翻訳の問題発見機能を利用してフランス絶対主義を理解するための鍵語
彙の析出を行い、それらを糸口に絶対主義像の深化を試みた。具体的には、日本とフランスで近世フランス研究
を行ってきた高澤紀恵（代表者）芹生尚子（分担者）を中心に、七名の研究者（林田伸一、森村敏己、佐々木
真、正本忍、小山啓子、竹下和亮、松本礼子）を協力者として、ファニー・コザンデ、ロベール・デシモン『フ
ランス絶対主義―歴史と史学史』の共訳を行い、絶対主義の史学史的整理とともにグロッサリーの基礎となる訳
語を確定することが出来た。この訳書は、語彙をめぐるコラムと協働討議の成果である解題とともに、2021年に
刊行した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to deepen understanding of French Absolutism in utilizing
 the problem-finding function of translation. We collaborate with seven specialists of Early modern 
French history in Japan (Shinichi Hayashida, Toshimi Morimura, Makoto Sasaki, Shinobu Masamoto, 
Keiko Koyama, Kazuaki Takeshita Reiko Matumoto) to translate “ L’Absolutisme en France, Histoire 
et historiographie.” This collaboration contributed to review historiography on Absolutism and 
determine the essential translation words for glossary. In April of 2021, we published the 
translation with columns on some keywords and a lengthy commentary; that resulted from cooperative 
work.

研究分野： 西洋史学

キーワード： 近世フランス　絶対主義　翻訳
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、フランス絶対主義を対象に、エティックとエミックの二つのアプローチを駆使して理論と実践の双方
から史学史を明らかにする研究方法を提示することで、今後の比較研究の基盤を提供しえた。加えて、このプロ
セスで見出された鍵語彙の分析から、フランス絶対主義の歴史的特質の理解を新たにしえた。その成果の刊行
は、明治以降、「専政」と「絶対主義」を同一視してきた日本語世界に少なからぬ学術的・社会的貢献となっ
た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本申請には３つの背景がある。ひとつ目は、申請者が 2006 年以来行ってきた日仏の研究交

流である。日本のフランス史家である申請者は、日本の日本史家とともに、フランスの日本

史家とフランス史家の間で研究成果を交差させる双方向的な対話を重ねてきた。専門的知

見に裏打ちされた緻密な翻訳に携わるなかで、翻訳のもつ問題発見機能に着目するように

なった。二つ目に、実証研究が精緻化されるあまり、フランス史研究者同士においても大き

な布置関係のなかにそれぞれの研究を位置づけることが困難になりつつある、という状況

への危機感である。つまりは、共通の研究基盤の構築が必要となっている状況が第二の背景

である。三つ目は、欧米の研究をモデルとし追随する段階から脱し、日本語世界から独創的

な西洋史像を発信する動きが起こりつつあることが、本研究を後押しする第三の背景であ

る。 

 

２．研究の目的 

本研究は、三つの目的を掲げた。第一は、言葉のエティックとエミックの差異に留意しつつ、

日仏近世史のグロッサリーを日本のフランス史、フランスの日本史研究者の連携 によって

作成することである。第二に、協働と討議を柱とする翻訳のアトリエを設け、近世社会研究

において日本語とフランス語の間でとりわけ翻訳が困難な語彙を析出・分析することであ

る。翻訳困難性を孕んだこうした語彙こそ、異なる社会の特質に迫る重要な鍵がある、とい

う意味で鍵語彙と名づけ、その理由を明らかにする。第三に、これらの日本側の営為を日仏

の日本史家、フランス史家にフィードバックすることで日仏近世社会研究の基盤を堅固な

ものにすることである。 

 

３．研究の方法 

上述の目的を実現するために、申請者と分担者に加えて、七名のフランス史研究者（林田伸

一、佐々木真、森村敏己、正本忍、小山啓子、竹下和亮、松本礼子）を協力者としたチーム

を作り、ファニー･コザンデ、ロベール・デシモン著『フランス絶対主義−−歴史と史学史』

の翻訳を行う。この書は、これまでの絶対主義研究の史学史を網羅し、一次史料を含めて多

くの研究を引用する、というユニークなモンタージュ的手法で構成されているため、思想史

や神学を含む該博な知識を必要とする。幸い、協力者はいずれも第一線で活躍するフラン

ス・アンシアン･レジームの研究者でありつつ、各人の研究対象は重ならないため、それぞ

れの知見を持ち寄って翻訳を進め、かつ鍵語彙を析出することが可能となる。共訳のプロセ

スで訳語を確定しつつ、グロッサリー作成を進めた。翻訳に際しては、担当、副担当を決め

るが、訳文は全員参加の研究会で仔細に検討し、鍵語彙を析出した上で、これらを糸口に絶

対主義像を再検討する。 

 

 

 

４．研究成果 

本研究は、申請時には 2017 年から 2019 年までの 3 カ年計画であった。しかし、2019 年度

末に起こった新型コロナウィルスによる世界的パンデミックによって、研究計画に支障を



きたしたため、2020 年度末までの延長を申請し、結果として四年間の研究プロジェクトと

なった。当初は、日本史研究者も含んだ日仏ワークショップを予定していたが、前述の事情

で断念せざるを得なかった。 

 しかし、申請者、分担者、協力者が一丸となって取り組んできた『フランス絶対主義−−歴

史と史学史』は 2021 年 4月に岩波書店から刊行することができた。翻訳書には、原書には

ない日本語版序文、鍵語彙をめぐるコラム、詳細な訳者解説、法諺リスト、索引が付されて

いるが、そこには本プロジェクトの成果が注ぎ込まれている。とくに次の二点を挙げておき

たい。 

（１）鍵語彙をめぐる考察： 

absolu（高澤）、constitution（竹下）、moderne（小山）、office（松本）、 ordinaire-

extraordinaire（佐々木）、 conseil（正本）、 Parlement（芹生）、corps（竹下）、 

moderation/modéré（森村）といった絶対主義を理解する上で最重要な語彙を析出し、日本

語世界からこの概念が提起する問題系をメンバーが考察した。 

（２）方法をめぐる考察： 

頻繁に開いた翻訳アトリエでの長時間におよぶ議論の成果は、「訳者解説」に申請者がまと

めた。具体的には、従来の絶対主義研究が陥った隘路を乗り越えるためにコザンデ、デシモ

ンがとった「理論的構築」と「実践的構築」を一端分けて議論を整理し、かつ両者を交差さ

せる方法をはじめ、今後の研究の指針となる点を五点明示することができた。これらは、今

後の日仏近世史の基盤となるのみならず、広く国制史研究に資するものと思われる。 
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